
令和７年９月１１日 

令和７年度 第２回 富岡小学校学校運営協議会議事録 

１４：４０～１５：４０（図書室） 

 

１ 開会の挨拶【会長】 

・学校に向かう途中、セミの鳴き声を聞き、少し涼しなったのかなと感じた。というのもこの夏

は猛暑であまり聞くことがなかったように感じた。渇水による節水要請は、子どもたちにとっ

て初めての体験だったと思う。未来を担う子どもたちは、これから先もこのような気候変動と

向き合って過ごすことが考えられるが、この経験をプラスに捉え、たくましく生きてほしい。

そんな子供たちのために、今日は、意見を交換しながら熟議を重ねてほしい。 

 

２ １学期の取組と子供たちの様子について【校長】 

＊１学期の取組と子供たちの様子を、資料をもとに説明。 

 

３ １学期の学校評価と今後の取組について【教頭】 

 ＊１学期の学校評価と今後の取組を、資料をもとに説明。 

 

４ 授業での子供たちの様子や今後のＣＳとしての取組について 

 ＜２、３と授業の様子から委員の話合い＞ 

【学びを創る】 

○学力テストの数値が上がったのは、素晴らしい結果だ。理科の学力アップが難しいと聞いたこ

とがある。いずれにしても、書く活動が実を結んだと考えられる。 

○学力テストに関しては、無回答が減っていて何かしら自分の考えを書こうとする力が付いてい

る。 

○作文シートを自由に使えるということがよい。書きたいときに、すぐ使えることで、書くこと

に抵抗がなくなったり、シートに向かう姿勢ができたりしていると思われる。また、学校で書

けなくても家庭に持ち帰ることで、家族と対話しながら書ける良さもあると思う。 

○自分の考えを紙に書くことで、書く力が付いていくものだと思う。ＩＣＴ機器ではできないこ

とである。 

○３年生以上においては、毎時間や単元の終わり等で学びの振り返りをしている。分かったこと

やできたこと、疑問に思うこと、日常生活と結び付けられること等を自分なりに考えて、ノー

ト１ページ程度は書けるようになってきている。 

○読書が課題というが、昨年度の学校評価から１０ポイント以上上がっている。これは、大きな

成果だと思う。次年度、保護者ボランティアを募るというが、地域にも推薦できる方いる。 

○図書館ボランティアの経験がある。１５分間を２人で３冊程度読み聞かせをするという取組だ

った。経験を生かせるので声を掛けてほしい。 

○数年前から委員を務めているが、学力テストの数値が上がっていることに驚いている。書くこ

とが結果につながっていると考えられる。自分の子どもは、読むのが得意であった。当時の担

任が、音読に力を入れていて宿題によく出てていた。そのため、読書が好きになった経緯があ

る。書くことを継続しつつ、読む力を付けられるとよいと思う。 

○自分の子どもは、１年前は、書くことに抵抗があり、１行程度しか書けなかったのが、今は、

みんなと同じくらい書けるようになった。上の子も書くことが苦手で、中学で苦労したが、反

面、音読の宿題が多かったおかげで、読むのが得意になった。 



○書くことも、読むことも面倒くさがるので、学校でしたことを家庭でも声掛けできるようにし

ていきたい。 

○低学年の外国語の授業を見させてもらい、楽しそうに授業している様子がとても嬉しかった。

反面、表情が暗い子や表現できない子が気になり、どうやったら自分を表出できるか、自分の

考えを伝えられるかを考えたい。また、そういった子どもたちを育てるためには、職員の力量

にかかっているため、職員の力をどう引き出すかも考えていく必要がある。学校と園がどう交

流できるかを考えていきたい。 

【かかわりを創る】 

 ○地域や家庭との連携強化という視点では、先日、「学校づくり研修」に参加した。子どもも先生

も地域も幸せになる学校づくりのために何ができるかということを聞いてきた。大切なのは、

挨拶することや感謝の気持ちをもつこと、常にポジティブに考え、付き合っていくこと等の話

を聞き、学校や家庭、地域がかかわり合うためのヒントとなった。 

【健康を創る】 

 ○富岡には、いいマラソンコースがあったのに、なぜ、使わなくなったのか。 

 →前のコースは、安全管理等の人手が必要で、大会は１回だが、練習も行うため、運営が大変だ

った。また、個々の記録向上を目的に、体育の時間を使って何度か走る機会を大切にするため、

安全管理がしやすい学校周辺のコースに変更した。 

 ○メディアについて、子どもにいつ与えてよいか？とても迷っている。 

 ○所持率は、年々、年齢が下がっている。本日の学校保健委員会では、メディアとの付き合い方

を子どもたちが学んだ。スマートフォンやタブレットは、小学生でも持っているのが当たり前

の時代になってきているので、どのように使うのか正しい知識が必要だし、保護者の管理も重

要である。 

 ○園では、０，１歳児の保護者から健康講座を行っている。スマートフォン等で動画を見せてお

けば静かになるという親の認識だが、その依存の怖さを知ってもらいたいと思っている。 

 ○学童期のデジタル機器への依存は、脳の発育にはよくないというので注意が必要である。 

【その他】 

 ○放課後児童クラブにおいて、クラブ職員がどのように子どもたちを見ているかを知りたい。 

 

５ その他 

○特になし 

 

６ 閉会の挨拶【副会長】 

 ・第２回学校運営協議会、ご参加、ありがとうございました。子どもたち一人ひとりの成長と学

びを深めるために、活発な話合いが行われたこと、とても嬉しく思っている。 


